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総合計画策定に向けて、まちづくりへの意見を出し合う「まちづくりワークショッ

プ」の第３回目を、１１月１３日に開催しました。 

今回は、鹿追高校の学生さんからテーマ案を頂き、ワークショップにも参加してもら

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 その３ 
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総務Ａグループ 鹿追近代化計画！ 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

＜人とのつながり＞ 

・町内会が強化 

・人と気軽に出会える環境がある 

・人とのつながりがある 

・全町民が会える、楽しめる 

・高齢者との交流がある 

・子育て世代も交流（個育て） 

・人が町に出かけるしかけがある 

＜情報通信＞ 

・ロボットで農業 

・ＧＰＳで農業 

・ドローンを使った農業 

・医療提供が遠隔で行われる 

・ＡＩで医療体制の確保 

＜エネルギー＞ 

・町内の車両全て水素エネルギー 

・クリーンなエネルギーが活用されてい
る 

＜産業＞ 

・全町買い物がスマホでできる 

＜環境＞ 

・全町民の電気代タダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜情報通信＞ 

・全町に光通信、Ｗｉ－Ｆｉ 

・全町民にタブレット 

・生徒全員にタブレット 

・防災無線をアプリ、ホームページ 

・自動運転バス 

＜エネルギー＞ 

・水素エネルギーの活用 

・発電機 

・バイオガスの活用 

＜産業＞ 

・アウトレット、コストコ日本最大床面積 

 

・農業をギャンブルとして（カジノ） 

・畑の中のカジノ（ＩＲ） 

・企業誘致 

 

・観光客が来たい道の駅 

・冬のコタンの売り込み 

・然別個の再生 

・参加しやすいイベント 

・「なつぞら」の活用 

・アナ雪２の活用（しかりべつコタン） 

＜環境＞ 

・住宅環境の充実 

・道路整備（自動運転用） 

・安心な教育環境 

＜人材＞ 

・アドバイザー（技術者） 

・接客のプロの人材育成 
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総務Ｂグループ 交通機関の便利さを高めるには 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

＜企業＞ 

・多様な企業が鹿追に進出 

＜交流＞ 

・観光客が増える 

・多くの観光客が訪れている 

＜交流＞ 

・人の交流が深まる 

・いつでもどこでも気軽に集まることができる 

・若い人が遊びに行きやすい 

＜バス＞ 

・バスの本数も多く、バス代が安い 

＜新エネ＞ 

・水素自動車が町中にたくさん走っている 

＜高校生＞ 

・鹿追高校に通う生徒が増える 

・高校生の数が増える 

＜利便性＞ 

・町内外の移動が楽になる 

・買い物がしやすい町 

・通院や通勤、買い物などが便利になる 

・行きたい時に、行きたいところにすぐ行ける！ 

・天候に関わらず、自由に行ける 

・札幌へ 30分！東京へ 90分！ 

＜高齢者＞ 

・あらゆる世代で外出が面倒くさくない 

・高齢者が気軽に（公共交通を）使える 

・おじいちゃん、おばあちゃんがいつでも孫に会い
に行ける（来れる） 

・高齢者が免許返納しやすくなる 

・免許を持たない人が自由に行きたい場所に行ける 

・ストレス軽減により、お年寄りが元気に 

＜人口＞ 

・安心、便利な町として人口増 

・定住者が増加 

・通勤圏が広まり、住民が増える 

＜安全、安心＞ 

・交通に起因する危険が少ない 

・急病人に５分以内に医師が来る 

・事故の減少により俺（消防士）の仕事が減る 

・安心な町 

＜バス＞ 

・町内路線バスの運行 

・コミュニティバスの運行 

・市街循環バスにいつでも乗れるように（無
人の水素自動車） 

・清水方面や士幌方面にバスを走らせる 

・高速バスの乗降所をつくる 

・札幌-帯広間バスの停留所を置く 

・帯広駅発の最終便をもっと遅く 

・空港連絡バスの誘致 

・帯広方面へのバス代を助成（子ども、高齢
者） 

＜鉄道＞ 

・ＪＲの再開 

・新幹線を札幌から鹿追に延伸 

＜道路＞ 

・場所によっては制限速度を 70キロに 

＜高速道路＞ 

・高規格道路を鹿追へ！ 

・スマートＩＣを新得に 

・高速道路とのアクセスを良くする 

・有人自動車専用道路の整備 

＜自動運転＞ 

・オートパイロットによる交通網の整備 

・自動運転技術を発展させる 

・自動運転タクシーを特区申請し、町内中を
走り回る 

＜飛行機＞ 

・飛行場の誘致 

＜イベント＞ 

・地域の人が交流するイベントを増やす 

＜ＩＴ＞ 

・ＩＴの活用（配車など） 

・アプリを利用したボランティアタクシー 
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福祉Ｃグループ 人口減少と今後の対策 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

＜つながり＞ 

・小さい町だからこそできる、まとまりの
ある住民活動がある 

・地域のつながり、心の豊かさがある 

・孤独な人がいない 

・異世代の交流 

・若年、高齢に関係なく交流がある 

・ご近所さんで声をかけ合える関係 

・気軽な集会（サロン）があちらこちらに 

・居場所がある 

・町の規模にあった充実 

・インターネットを主としたつながりがあ
る 

・買い物の時にサポートがある 

・地域で子育て、人とのつながりがある 

＜仕事＞ 

・年齢に関係なく仕事につける 

・若者が求める仕事がある 

・楽しい仕事がある 

＜子育て＞ 

・子育てがしやすい 

・子育てしやすい環境の町 

・お母さんが笑顔でいられる 

・多様性の理解が進んでいる（暮らしやす
さ、生きやすさにつながる） 

＜場＞ 

・輝ける場がある 

・アイデアが生まれ、活かせる場がある 

・買い物の場がある 

＜魅力＞ 

・“鹿追らしさ”で人が集まる 

＜人、人づくり＞ 

・子どもの「やりたい」を助けられる環境 

・年齢にとらわれないで活躍できるまち 

・ひとりひとりが幸せを感じるまち 

・人口減少は悪いことではない 

 

 

 

 

 

＜つながり＞ 

・つながるためのルールづくり 

・地域のおじいちゃんからコマまわし、たこあげを学ぶ 

・地域のおばあちゃんから料理を学ぶ 

・地域で運動会、もちつき大会 

・ママカフェ 

・近所の方との声かけ 

・二宮先生の事例にあった取り組み（津別町） 

＜知＞ 

・職場体験（幅広く） 

・まちなかすごろくで町民が鹿追を知る 

＜情報インフラ＞ 

・ネット環境の充実 

＜交通＞ 

・足の確保 

・買い物バスの運用（ワゴン車で）週１回、１日５便 

・コミュニティバス（子ども、高齢者の自立） 

・公共交通機関の整備（コミュニティバス） 

＜子育て＞ 

・子育て相談の専門家、話せる相手 

＜元気＞ 

・認知症になっても自分らしくいられる施設 

・元気な高齢者を増やす 

・健康管理の継続で元気な人づくり 

＜ＰＲ＞ 

・ＰＲ 

・人口規模に合った町のシンボルとなるものをつくる
（新図書館など） 

＜意識＞ 

・意識改革 

・受け身の活動ばかりにならない（自分から行動、発
案、実行） 

＜場＞ 

・道の駅の充実、拡大 

・アンケート（必要な場所は？） 

・屋内遊具公園 

・プレイパーク 

・遊び場の提供 

・子どもが集まる場やイベント 

・集まれる場所作り 

＜人＞ 

・外の人を呼び込む 

・人口増 

・輝く人づくり 
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福祉Ｄグループ 交通機関の便利さを高めるには 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

 

・2025 年、75 歳 

2045 年、95 歳の交通手段は！？ 

 

・免許がない人（返納した人）も不便さに困っ
ていない 

・高齢者が医療（通院）に困っていない 

・乗り合いバス、コミュニティバスが便利 

・バス代が安い、割引がある 

・町外との交通網が増えている 

・観光客がバスで来る、帯広市からバスで来る 

・いろいろな技術を用いた乗り物がある 

 

 

 

 

＜高齢者等への対策＞ 

・ドクターカーの運行（病院へ送迎） 

・患者輸送バス（通院バス）の充実 

・乗り合いバス 

・高齢者や学生への割引 

 

＜利便性の向上＞ 

・観光客を運ぶシャトルバス運行（なつぞらブ
ーム） 

・帯広市の方を鹿追に誘致 

・バス代を安くする 

・コミュニティバスを小さく（大型から中型
へ） 

 

＜技術の導入＞ 

・電動自転車 

・ソーラーによる蓄電 

・バイオガス車の無料運行 

 

＜町で取り組む＞ 

・町民への助成 

・免許を保持していない人への対策 

・乗り合わせの負担軽減（本人負担は一律、運
転手へは別途補助） 

・客と荷物を一緒に運ぶ 
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経済Ｅグループ 人口減少と今後の対策 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

＜経済（収入）＞ 

・一人一人が生きがいを持っている 

・農商工 安定した仕事のある町 

・年齢関係なく交流のある町 

・住民が住みやすいと思えるまち 

 

 

 

 

 

 

 

＜町内でできること＞ 

・国籍関係なく生活できる町 

・年齢に偏りがない町 

・子どもを育てやすい町 

・町民みんなが元気（子どもから大人まで） 

・若い人が町から出ていかない 

・このままいたいと思ってもらう町 

・出生率が増える 

・きれいで安い公営住宅がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外部から＞ 

・外から観光客が来る 

・町に観光に訪れる人がたくさんいる 

・お金を落としたくなる 

・地域の生産物を生かした観光の町 

・町の人口が増える（一人でも二人でも） 

・Ｉターン、Ｕターンしたくなるような町 

・鹿追に住んでみたいと思ってもらえる町 

・活気のある町 

・町民一人一人が誇りを持てる町 

・町内の人が外に知らせたくなるようなおもし
ろさ 

・楽しいので行ってみたい 

・何かある！常に発信するまち 

・魅力が多く、興味を持たれる町 

 

＜環境＞ 

・若い世代がいれる、いたい環境（親を看れ
る） 

・移住したいと思うような仕事、住居、環境を
整える 

・商業施設を増やす 

＜働く場＞ 

・一年間を通して働く場所を提供 

・働く場所を作ってゆけるまちづくり 

・働く場所をつくる（製造？工場？） 

・役場と農協が連携して職場をつくる 

・役場、農協、農業以外の就労 

・定年後、介護技術者として老健施設等で働く
（事ができるようにする） 

・学童保育等に高齢者労働力を生かす 

・バイオの余剰熱を生かした働く場所づくり 

・冬期間の野菜づくり（バイオエネルギー、太
陽熱の利用） 

・地産地消するために野菜づくりをする人を増
やす 

・新しい収入減をつくる。町有林や民有林を活
かした林産収入を考える 

・町をあげてコレッ！！という商品を決めて売
り出す 

・利潤追求 

＜産業＞ 

・加工用になる樹種の植林 

＜子育て支援、教育＞ 

・子育てに対する支援の充実 

・無料化！ 

・小中高一貫教育でつながった仲間、ネットワ
ークで何かを 

・大学、専門学校などの高等教育を整える 

・教育の充実 

・教育の場を整えるだけでなく、教育に必要な
物を得ることができるように栄えさせる 

・小さい町の特性を伸ばす 

・地域が好きになる教育 

＜保健＞ 

・目指せ！町民全員人間ドック（みんな元気を
アピール） 

＜生活の場＞ 

・生活インフラ整備 

・家具家電の購入補助（か、家具家電付きの住
宅をつくる） 
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めざすまちの姿 取り組む内容 

・遊べるところを増やす 

・スポーツに打ち込める環境づくり 

＜交流、会議の場＞ 

・高校生にいろいろな翻訳をお願いする（カナ
ダ学、英語の勉強にもなる？） 

・町民の声を聞き、反映できるようにする 

・多年齢層との交流に抵抗がなくなるように回
数を増やす 

・今回みたいな町民会議を定期的にやる 

・今さらオアシス運動 

・イベントへの積極的参加 

＜環境＞ 

・きれいな町づくり 

・今ある自然の保護 

・来てもらう（移住してもらう）環境の整備 

＜情報発信＞ 

・観光地の美化 

・道の駅をもっと大いに活用して発信していく 

・鹿追の町をＰＲする動画 

・漫画家さん、アニメーターの人に住んでもら
ってブログに書いてもらう（情報発信） 

・山村留学の知名度などを高める 

・インパクトの大きい事業 

＜ＰＲ＞ 

・都会に行って鹿追の食材を持って食べるイベ
ントをする（レストランで！！） 

・何か目玉になるような物、イベントをつくっ
て外部から人を呼ぶ 

・鹿追のイチオシの地域資源で、人にうったえ
る 

・勝手に○○で人を呼ぶ 
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経済Ｆグループ 鹿追町に戻ってきてもらえるまちづくり 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

＜住環境＞ 

・医療、福祉が充実している 

・子育て支援が充実している 

・ごみのないきれいな町 

・町民が安心して暮らせる町 

 

＜若者＞ 

・人口が増加 

・若者が多い町（20～50代） 

・若者の声が届く行政 

・就職先がたくさんある 

 

＜観光＞ 

・観光客が多い町 

 

＜施設整備＞ 

・活気のあるレジャー施設をつくる 

・大型遊園地を作る 

・遊ぶ施設の充実 

・子ども用大型遊具（屋外、室内） 

・農芸公園にコースを作る（スケートボード、ＭＴＢ、ラ
ジコン、スノーシュー） 

・農芸公園か健康公園にキャンプ場 

・老若男女が集える施設を考える 

・カラオケボックスを作る 

・大型ショッピングモールを整備する 

・若手新規事業者の誘致（カフェ、レストラン） 

・交通整備 

・空き家対策でシェアハウスを作って若者の住居費の負担
を減らす 

・ビジネスホテルをつくる 

・低農薬の農園を関心のある人（老若男女）で作る 

＜生活＞ 

・移住者からの聞き取り 

・ちがう環境で学んだ感性を生かす機会をつくる 

・Ｕターン青年の知恵を頂く 

・女性にやさしい街づくり 

・給料が安くても楽しめる街づくり（若者） 

・居場所作り（サークル活動の情報提供） 

・発達障害者への支援や理解や強化 

・ソフトボール大会（以前のような） 

＜サービス＞ 

・放課後のスポーツ少年団活動への送迎車の用意 

・独身者、単身者限定のサービスなど 

＜雇用＞ 

・分かりやすい労働条件（勤務日数、時間、給料） 

・働く場の提供 

・十勝全域での就職情報（通勤してでも） 

＜若者＞ 

＜観光＞ 

・観光客へのサービス向上 

・鹿追の大自然をＰＲ 

・町のイベント等の情報発信、ＰＲ（チラシ、広報以外） 
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経済Ｇグループ 「鹿追町って魅力的だな」と思われるためには 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

 

・心豊かになること 

＜ひと＞ 

・町民が皆やさしくてあたたかい 

・各世代の交流が盛ん 

・移住者を温かくむかえられる町 

・人がゆるくつながり、孤独な人を生まない
町 

・子育てがしやすい 

・将来的に戻ってきてもらえる 

・歩いている人がたくさんいる町（ＳＴＯ
Ｐ！人口減少） 

＜産業＞ 

・産業が活気ある（伸びている）マチ 

・仕事（就職先）に困らない 

 

・活気あるマチ（シャッター街のないマチ、
商店街が元気） 

・買い物に困らない 

・町内の買い物で事足りる 

・町内で買い物ができるお店がある（昼、
夜） 

＜観光＞ 

・観光客増加 

＜住環境＞ 

・住環境が整っている 

・公住や賃貸住宅がキレイで古くない 

＜設備＞ 

・通信インフラが整備されている 

 

 
 
 

＜ひと＞ 

・サークル活動ほか交流の場 

・インパクト大のアスレチック（大きなジャングル
ジム、ボルダリング⇒話題になる） 

・子育て支援対策の拡充や共稼ぎしやすい職場を
（フレックスなど） 

・子どもから老人まで住みよい環境の整備 

・お子様ランチがたくさんあるお店、レストラン 

＜産業＞ 

・基幹産業への支援（関係機関の連携、課題共有） 

・商工業、農業の発展（食） 

・働く場所がいっぱいあるようにする 

 

・地産地消、プレミア商品券などで、我が町で買い
物をという意識を高揚させる（刺激策） 

・食べ物がおいしいから『コレがあるから鹿追に行
こう！！』 

・飲食店の活性化、増加 

・商品の充実 

・交通弱者への対応 

・宅配（トドックのような）サービス 

＜観光＞ 

・観光ＰＲ 

＜住環境＞ 

・生活環境、住環境の整備、支援を 

＜設備＞ 

・全町でフリーＷｉ－Ｆｉが使えるようにする 

・光回線の充実や代替通信整備 

・スポーツ施設の充実 

＜教育・スポーツ＞ 

・新たな学校の設置（鹿高⇒看護学科、専門学
校･･･） 

・スポーツアスリートの育成 
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教育Ｈグループ 鹿追町に戻ってきてもらえるまちづくり 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

 

・大人が楽しんでいる町 

・若い世代が生き生き働ける町 

・障がいを抱える人の就労がある 

・町民が誇りを持てる町 

・あたたかな人のつながりがある町 

 

 

 

 

＜※現状＞ 

・したいと思っていることがない！ 

・希望する働く場所がない 

・既存の仕事をめざしている 

・なんとなく帰って来た 

 

・地元が好きかどうか 

・安心（親に心配をかけたくない） 

 

 

・経済（働ける町であること） 

・コミュニケーション力 

・考える力 

・広い視野 

・郷土愛 

 

・就労環境 

・人のつながり、地元愛 

・福祉（就労） 

・キャリア教育（生き方教育） 
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教育Ｉグループ ユニバーサルデザインを増やすには 

 

めざすまちの姿 取り組む内容 

 

 

・「ユニバーサルデザイン」を知っている 

＜絆＞ 

・老若男女の交流が深い街 

・年齢や障がいに関係なく暮らしている 

・人が集まる場（がある、が多い） 

・広く交流が行われている 

・誰もが：０歳（生まれる前）から生きている限
り（死後も）、元気な人も病人の方も 

＜想＞ 

・笑顔いっぱい、幸せいっぱいな町 

・一生涯を心豊かに暮らせる街 

・憧れられる町（災害が少ない、自然が多い） 

・誰もが平等に、誰もが支え合う、誰もが困らな
い町 

・誰に対しても優しい町 

・認め合い、分かち合いを大切にしている 

・それぞれの特性をまわりみんなが理解できる 

・住みやすい⇒あたたかい（暖かい建物、温かい
人） 

・誰が食べてもおいしいものがある 

・誰もが：戻ってきた人にも、町を離れた人にも 

・個性を生かせる職業を見つけることができる 

＜築＞ 

・言語の壁がないまち 

・段差の少ないまち 

・移動に不便が生じないまち 

 

＜始：ユニバーサルデザインを知ってもらう＞ 

・多くの人が一緒に取り組めることを 

・年齢に限らずできる、通じることを増やす 

・仕事以外の学びの場 

・世代別の学習会、研修会 

・職場研修 

＜絆＞ 

・独居老人と若者、障がい者と健康な方が一緒
に暮らす場 

・高齢施設とこども園の行き来 

・登下校時の交流、あいさつ 

・介護施設の壁をなくし交流しやすくする 

＜想＞ 

・町に住むイラストレーター 

・しかおいグルメ 

・鹿追のおいしいお土産を交流のきっかけに 

＜築＞ 

・説明のアイコン化（言語の壁を越える） 

・公共施設の改築 

・教育施設、商業施設、医療施設などの集約化
（まとめて用事が済む） 

・車道と歩道の段差の少ない歩道（車イス向
け） 

・行きやすい場に拠点としての図書館 

・ハード整備をきかっけに交流 

 

・住宅←→学校 キョリ 

・帰りは家庭が責任を 

・一度家に帰りましょう（学校の指導） 

 

・行政を中心に、商業・教育・医療の場が近く
にあり、その周りに住宅があるというまちづ
くり 

 

 

 


